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	 講演題目：フィールドワークのすすめ

	 講演者名：樋口 正信　准教授（国立科学博物館）

	講演の概要

私はコケ植物の系統分類、植物地理、生殖について研究を行っているが、研究内容については今期分担している「系統進化学」のほうで紹介する予定なので、生物科学セミナーでは「フィールドワークのすすめ」と題して、その方法と進め方について自分の経験談（失敗談）を交え、紹介したい。なお、私の研究がフィールドワークをベースとしていること、フィールドワークの方法について書かれた良いテキストが無いこと、フィールドワークから得るものは大きいことを伝えたいことが今回取り上げる動機である。

フィールドワークは研究方法の一つで、野外調査や現地調査と言われることもある。しかし、野外調査と言うと、野外でやる作業一般と理解されることが多いので、ここでは研究の方法ということをより意識して、フィールドワークと呼ぶことにする。したがって、実験材料の入手も、ここでは広義のフィールドワークに入ることになる。

研究のテーマや材料により、フィールドワークの内容は多様であるが、その第一の目的は野外で目的とするデータ（サンプルを含む）を得て、持ち帰ることである。一般に、現地を訪れ、対象を観察し、データやサンプルを収集し持ち帰り、それを用いてさらに調べて成果としてまとめる、という流れで行う。ただ、どうしても野外での作業が重視されがちであるが、野外に出る前と帰ってきてやることも、フィールドワークを成功させるためには同様に重要である。また、作業量自体も、実際フィールドワークを行ってみるとわかることであるが、全体の3分の1が野外でやることで、その前後の作業がそれぞれ3分の1くらいずつあるというのがこれまでの実感である。
いくら周到な計画を立てても、野外では予期せぬことが当然起こり、残念ながら、それは成功よりも失敗の要因であることが多い。フィールドワークでは予定の半分が完遂できれば良しとする心構えが必要である。しかし、稀に予想もしなかった発見や着想を得ることもあり、それはフィールドワークの醍醐味の一つである。事前にやること、現地でやること、そして事後にやることそれぞれの要点を中心に、具体例をあげて紹介する。
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